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活動服仕様書 

 

 この仕様書は、佐倉市八街市酒々井町消防組合が令和８年度に購入する、活動服に

ついて定めたものである。 

 なお、細部については、すべて当組合の承認又は指示を受けること。 

 

記 

 

１ 品名及び数量 

（１）冬上衣                    ７２着 

（２）冬ズボン                  １１４着 

（３）夏長袖上衣                  ８６着 

（４）夏半袖上衣                  ２４着 

（５）夏ズボン                  １６８着 

（６）布バンド（２本ピン式）            ７５本 

２ 使用素材 

（１）品名及び品番   テイジン  エスタミド サージ(冬) CA-9305 

エクスファイア  サージ（オレンジ）  

CX-2940 

エスタミド トロピカル(夏)  CA-9602 

エクスファイア  トロピカル (オレン

ジ)CX-2910 

                  若しくは、同等品以上のもの 

  ア CA-9305 及び CA-9602 の混紡率等は、下記のとおり 

   ① 混 紡 率  メタ型アラミド ７５％  難燃ポリエステル２０％ 

             パラ型アラミド  ５％ 

   ② 糸 番 手  冬 ２／３６×２／３６（タテ×ヨコ） 

             夏 ２／４０×２／４０（タテ×ヨコ） 

   ③ 密    度  冬 タテ ８３本／inch 以上 ヨコ６５本／inch 以上 

             夏 タテ ６０本／inch 以上 ヨコ５８本／inch 以上 

   ④ 引 張 強 度  冬 タテ １２０㎏／５㎝以上 ヨコ１００㎏／５㎝ 

             以上 

             夏 タテ８５㎏／５㎝以上 ヨコ７０㎏／５㎝以上 

   ⑤ 色    相  ブルー （PB-5） 

⑥ 洗濯収縮率  タテ  ２％以下     ヨコ  ２％以下 

 

⑦ 難 燃 性  残炎１秒以下 残じん１秒以下 炭化面積１０平方 

cm以下 
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 ⑧ 染色堅牢度  耐光 ３級以上 洗濯 (変)４級以上 (汚)４級以上 

             摩擦  （乾）４級以上 

  イ CX-2940 及び CX-2910 の混紡率等は、下記のとおり 

   ① 混 紡 率  メタ型アラミド ９３％ 

             パラ型アラミド  ７％ 

   ② 糸 番 手  冬 ２／４０×２／４０（タテ×ヨコ） 

             夏 ２／４０×２／４０（タテ×ヨコ） 

   ③ 色    相  オレンジ 

   ④ 洗濯収縮率  タテ  ２％以下       ヨコ  ２％以下 

   ⑤ 難 燃 性  残炎１秒以下 残じん１秒以下 炭化面積１０平方㎝ 

             以下 

   ⑥ 染色堅牢度  耐光 ３級以上 洗濯 (変)４級以上 (汚)４級以上 

             摩擦  （乾）４級以上 

３ 形式 

（１）上衣 

ア カッターシャツ型付け袖とし、前合わせ及び長袖の袖口は、ファスナー開

きとする。 

イ 右胸のポケット上部に階級章用マジックテープを付ける。 

   ウ 左胸のポケット上部に布製ネーム(マジックテープ式)を付ける。 

エ 左右に雨蓋付き胸ポケットを設ける。 

オ 右袖にエンブレム用マジックテープを付ける。 

（肩の縫い目から５㎝の位置に縫い付ける。） 

カ 袖にペンポケットを設ける。 

キ 背面に紺色文字で２段に入れ、上段には丸ゴシック文字で「佐倉消防」と

し、下段には角ゴシック文字で「SAKURA YACHIMATA SHISUI」と記入する。 

細部については、指示を受けること。 

（２）ズボン 

ア 裾はシングル、前はファスナー開き、左右尻にポケットを設け左ポケット 

のみ鳩目穴をし、釦止めとする。 

イ 左右足腿外側に斜め切りポケットを設け、右ポケット内側に小物ポケット 

入れを付ける。 

（３）バンド 

ア バンドは巾４センチメートルで紺色の布製とする。 

イ バックルは２本ピン式とする。 

４ 条件 

（１）穴 か が り  ネムリ穴とする。 

（２）ボタン付き  機械付け、又は手付けとする。 

（３）裁 縫  糸調子は、上下ともツレ、タルミのないようにし、返し針 

を完全にすること。 
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５ 縫製要領 

（１）上衣 

   ア 衿 

    ・ 上衿は、縦地に使い、剣の長さは約８㎝とし、背中心で約４㎝とする。 

     表側は返りを良くするために吹きもたせを施し、飾りステッチは約０．

５㎝台衿上部は端ミシンとする。 

・ 衿芯は補強芯を貼り、剣先にキーパーを縫い付けたものを地縫い返し

をし、飾りステッチをする。 

・ 台衿は背中心で幅約３．５㎝とし、接着芯を貼り上衿を挟み縫い返し

をし、身頃に縫い付け、下部は２条縫いとし下部の１条は裏を落とし、

中心にプリント織マークとサイズマークを挟み縫いをする。 

・ 上衿表周りはオレンジ色とする。 

イ 前身頃 

・ 前合わせの開閉はファスナー式とする。 

・ 上前裏は、前端より約４㎝奥に２条ミシンで縫い付けファスナーテー

プを見返し側に挟み縫いする。 

・ 下前は身頃と見返しにファスナーを挟み地縫い返しをして１条の幅約

０．５㎝の飾りステッチとする。 

・ 上前にＡ面、下前にＢ面（幅約２０㎜、長さ３０㎜）の面テープを台

衿下部より３箇所に縫い付ける。 

・ 左右前身頃共雨蓋を挟み地縫い幅０．５㎝の飾りステッチとする。 

ウ 胸ポケット 

・ 左右前身頃に拝みヒダ付きアウトポケットを２個付ける。 

・ ポケットは端ミシンで縫い付ける。 

・ ポケット上部と両胸の裁ち目はオーバーロック掛けとする。 

・ ポケット上部の二つ折りは、内側に約２㎝とし、約１．５㎝で飾りス

テッチとする。 

・ ポケットの縫い始めと縫い終わりは、返し針をする。 

・ ポケット中央に面テープオレンジを付ける。 

・ 雨蓋は、別図の型とし裏面に面テープＡを付け、地縫い返しをし、飾 

りステッチとする。 

・ 左上前雨蓋中央側より１．５㎝の位置に巾２．５㎝のペン刺しを付け

る。 

・ ポケット拝みヒダ及び雨蓋裏はオレンジとする。 

エ 後身頃・背ヨーク 

・ ヨークは一枚ものＶ字型で後身頃の上部裁ち目をオーバーロックかが

りをし、地縫い返しをして幅約０．５㎝の飾りステッチをする。 

・ ヨーク下端は上袖縫いの位置に合わせる。 

・ 表生地のオレンジとする。 

・ 背部に紺色で、上段には丸ゴシック文字で「佐倉消防」とし、下段に
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は角ゴシック文字で「SAKURA YACHIMATA SHISUI」と２段にプリントす

る。（細部については、担当者と協議すること。） 

オ 袖・カフス 

・ 袖は２枚ハギとし、上袖縫いは地縫い片倒しし、幅約０．５㎝の飾り

ステッチとする。 

・ 上袖縫い目先端に袖口から約１７㎝まで１６㎝のファスナーを表から 

１条ミシン縫いする。 

・ 開き止まり部分よりカフス付け根まで水かきを縫い付ける。 

・ カフスは接着芯を貼り地縫い返しをし、幅約０．５㎝の飾りステッチ

をする。 

・ 袖はファスナー側に３本のヒダをとり、カフスに挟み縫いし幅約０．

５㎝の飾りステッチをする。 

・ 左側の肩より約８㎝下りで袖山中央より前側に幅約５㎝高さ１５㎝ 

の２本入りペン刺し用アウトポケットを縫い付ける。 

・ ペン刺しアウトポケットは、端ミシンで縫い付ける。 

カ 袖付け縫い 

・ インターロックミシンとし、身頃側に約０．５㎝の飾りステッチをす

る。 

キ 脇縫い 

・ インターロックミシンとする。 

ク 裾縫い 

・ 前身頃、後身頃連続で幅約２㎝の三つ折アロハタイプとする。 

ケ 階級章棚 

・ 下前身頃雨ブタ付根中央上部に、マジックテープ（２．５㎝×４㎝）

を縫い付ける。 

コ 片布 

・ 左上前身頃胸ポケット裏側に品質クロスを挟み縫い付ける。 

（２）ズボン 

ア 前身頃 

・ 外向き深さ２㎝のタックを左右にいれる。 

・ 内股、脇、天狗縫い付け部、裾はオーバーロック掛けとする。 

イ 後身頃 

・ 腰ダーツを左右各二本とり片倒しとする。 

・ 内股、脇、尻はオーバーロック掛けとする。 

ウ 前立て・天狗 

・ 前立て裏はオーバーロックを掛け帯付けより下にファスナーを縫い付

け地縫い返しをし、幅約３．５㎝の飾りステッチとする。 

・ 天狗裏は袋地スレーキを使い天狗表と地縫いし、前身頃とファスナー

を挟み縫いの上端ミシン飾りとする。 

・ ファスナー下部の止まりにかんぬき止めをする。 
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・ 棒シックは、天狗裏スレーキと連続で、かんぬき止まりより約１０㎝

間、内側のみミシン掛けとする。 

・ 天狗上部に天狗の鼻を挟み縫いし、上部をかんぬき止めし、先端に鳩

目穴かがりをする。 

    エ 脇ポケット 

・ 口幅約１５㎝の斜め切りポケットで接着芯を貼り袋地と縫い付ける。 

・ ポケット口中央で約６㎝幅の向当でオーバーロックを掛け袋地と縫 

い付ける。 

・ 袋地底は、地縫いをし約０．５㎝幅の飾りステッチをする。 

・ ポケット口上下をかんぬき止めする。 

・ 右ポケット内側に小物ポケット入れを付ける。 

オ 尻ポケット 

・ ポケット口幅約１３．５㎝、深さ約１７㎝を左右に付ける。 

・ ポケット口は芯入り片玉縁とする。 

・ 左ポケットのみ鳩目穴をし、釦を付ける。 

・ ポケット両端は、かんぬき止めとする。 

・ ポケット口向当ては４㎝以上とし、オーバーロックを掛け袋地に縫い

付ける。 

・ 袋地は、左右を地縫いし周りを幅約０．５㎝の飾りステッチとする。 

・ 袋地上部は、帯飾りステッチに掛けるようにする。 

カ 帯付け 

・ 仕上がり幅４㎝で３．５㎝の接着芯を全面に接着する。 

・ 腰帯びは、尻あわせ部分で割り縫いとする。 

・ ラッセル入りマーベルトを使い帯びの下部の落しミシンでマーベルト 

を縫い付ける。 

・ マーベルトの尻合わせは、割り縫いとする。 

・ 左右の帯の先端に前かんを付ける。 

キ 脇・内股縫い 

・ 裁ちめは、オーバーロック掛けし、１本針、１本糸使いの環ミシン掛 

け、割り縫いとする。 

ク ベルト通し 

・ 幅約５㎝、有効巾５㎝のものを左右及び後中心３ヶ所に縫い付ける。 

また、巾５．０㎝、有効巾５㎝をその間に縫い付ける。 

ケ 尻縫い 

・ 縫い代は、上部で約３㎝、下部で約１㎝とする。 

・ 裁ち目は、オーバーロック掛けし、２本針、２本糸使い環ミシン掛 

け、割り縫いとする。 

 

コ 片布 

・ 右脇ポケット袋地に織りマークと共に縫い付ける。 
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サ ファスナー 

・ ＹＫＫを使用する。 

６ その他 

 （１） 採寸については、佐倉市八街市酒々井町消防組合が指定する場所に出向い

て行うこと。 

 （２） 納品について 

   ア 納入期限 

     契約日から令和９年２月２６日までとする。 

   イ 納品及び検査 

     本部担当者の検査を受け、所属ごとに納品すること。 

 


